
┏ ┓  ～ ひ と り 親 家 庭 の 自 立 を サ ポ ー ト す る ～  

┗ ■   Y E L L な が さ き  メ ー ル マ ガ ジ ン V o l . 1 7 7  2 0 2 2 . 9 . 3 0 配 信  

 ┗ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━  

 

こ の メ ー ル マ ガ ジ ン は 、 情 報 提 供 を 希 望 す る 登 録 者 の み な さ ま  

及 び ス タ ッ フ が 名 刺 交 換 を さ せ て い た だ い た 方 へ お 送 り し て い ま す 。 

 

_ / _ / _ / _ /  I  N  D  E  X  _ / _ / _ / _ / _ / _ / _ / _ / _ / _ / _ / _ / _ / _ / _ / _ / _ /  

 

・特    集… … 長 崎 県『 こ こ ろ と こ こ ろ の ほ っ と ラ イ ン ＠ な が さ き 』 

        S N S 相 談 窓 口 開 設 の ご 案 内  

        

・ 支 援 情 報… … 平 戸 市 に て 『 出 張 法 律 相 談 会 』 を 実 施 し ま す 。  

 

・ 1 0月の予定… … Y E L L な が さ き 定 期 法 律 相 談  

 

・ 編 集 後 記… … 長 崎 く ん ち  

 

■ 特 集━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━  

 

◆ 長 崎 県 『 こ こ ろ と こ こ ろ の ほ っ と ラ イ ン ＠ な が さ き 』 S N S 相 談 窓

口 開 設 の ご 案 内  

 令 和 4 年 8 月 長 崎 県 に 夜 間 対 応 の S N S 相 談 窓 口 『 こ こ ろ と こ こ ろ

の ほ っ と ラ イ ン ＠ な が さ き 』 が 開 設 さ れ ま し た 。  

夜 、 急 に 不 安 に な り 誰 か と 繋 が り た い 、 相 談 し た い と 思 っ て も ど の

相 談 窓 口 も 閉 ま っ て い て 困 っ た こ と は あ り ま せ ん か 。  

そ ん な 声 を も と に 夜 間 に S N S 相 談 が で き る 『 こ こ ろ と こ こ ろ の ほ っ

と ラ イ ン ＠ な が さ き 』 が 開 設 さ れ ま し た 。  

 気 分 が 沈 む 、 眠 れ な い 、 生 き る の が つ ら い 等 ど ん な こ と で も 構 い

ま せ ん 。 一 人 で 悩 ま ず ぜ ひ ご 相 談 く だ さ い 。  



『 こ こ ろ と こ こ ろ の ほ っ と ラ イ ン ＠ な が さ き 』 L I N E お 友 達 追 加  

※ コ チ ラ か ら L I N E 登 録 を お 願 い し ま す 。  

h t t p s : / / l i n . e e / d r E B M 9 u  

 

【 相 談 対 応 時 間 】  

1 7： 4 5～ 2 4： 0 0（ 受 付 は 、 2 3： 3 0 ま で ）  

※ 上 記 時 間 以 外 で も メ ッ セ ー ジ を 受 付 け て お り ま す が 、 お 返 事 は 対

応 時 間 内 に お 返 し し ま す 。（ 対 応 時 間 外 に メ ッ セ ー ジ を 送 信 し た 場 合 、

自 動 応 答 で お 返 事 さ せ て い た だ き ま す ）  

【 対 象 者 】  

長 崎 県 内 に 居 住 ・ 通 勤 ・ 通 学 さ れ て い る 方  

【 利 用 に あ た っ て の 注 意 点 】  

◎ 相 談 は 無 料 で す 。た だ し 、デ ー タ 通 信 料 が か か る こ と が あ り ま す 。  

◎ 秘 密 は 守 り ま す 。（ あ な た の 同 意 が な い 限 り 、相 談 内 容 を 誰 か に 伝

え る こ と は あ り ま せ ん 。）  

◎ 生 命 に か か わ る 危 険 が あ る と 判 断 さ れ た 場 合 な ど は 、 警 察 等 関 係

機 関 に 連 絡 し て 安 全 を 確 保 さ せ て い た だ く こ と が あ り ま す 。  

◎ 本 事 業 は 長 崎 県 が 東 京 メ ン タ ル ヘ ル ス 株 式 会 社 に 委 託 を 行 い 、 実

施 す る 事 業 で す 。  

 

 

■ 支 援 情 報━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━  

 

◆ 平 戸 市 に て 『 出 張 法 律 相 談 会 』 を 開 催 し ま す 。  

県 北 地 区 （ 平 戸 市 ・ 松 浦 市 ・ 佐 々 町 ） に お 住 ま い の 、 離 婚 前 の 方

を 含 め た ひ と り 親 及 び 寡 婦 の 方 を 対 象 に 、養 育 費 、親 権 、財 産 分 与 、

慰 謝 料 、 借 金 問 題 等 を 改 善 す る た め の 「 個 別 無 料 法 律 相 談 会 」 を 実

施 い た し ま す 。 限 ら れ た 相 談 時 間 を 有 効 活 用 し て い た だ く た め に 、

事 前 予 約 の ご 連 絡 を い た だ い た 際 に 、 相 談 し た い 内 容 を お 聞 き い た

し ま す 。  

https://lin.ee/drEBM9u


【 開 催 日 時 】 令 和 4 年 1 0 月 2 日 （ 日 ） 1 0 時 ～ 1 6 時  

※ 1 2 時 ～ 1 3 時 は 休 憩 と な り ま す 。 

【 会 場 】 平 戸 市 未 来 創 造 館  会 議 室  

    （ 〒 8 5 9 - 5 1 2 1 平 戸 市 岩 の 上 町 1 4 5 8 - 2）  

【 対 象 】 離 婚 前 の 方 、 ひ と り 親 家 庭 の 母 ・ 父 お よ び 寡 婦 の 方  

    （ 平 戸 市 ・ 松 浦 市 ・ 佐 々 町 に お 住 ま い の 方 が 対 象 で す ）  

【 時 間 】 お 一 人 様  3 0 分 （ 事 前 予 約 制 ）  

【 申 込 方 法 】 申 込 フ ォ ー ム 、 L I N E、 T E L、 メ ー ル 、 F A X  

＜ 申 込 フ ォ ー ム ＞  

h t t p s : / / f o r m s . g l e / t 7 m P t S 3 W r Q Z 1 V 1 G 8 8  

＜ L I N E お 友 達 追 加 ＞  

h t t p s : / / l i n e . m e / R / t i / p / % 4 0 q v g 4 7 9 1 m  

 

≪ 申 込 ・ 問 い 合 わ せ 先 ≫  

長 崎 県 ひ と り 親 家 庭 等 自 立 促 進 セ ン タ ー （ Y E L L な が さ き ）  

T E L： 0 9 5 - 8 1 3 - 0 8 0 0      F A X : 0 9 5 - 8 4 8 - 1 1 1 2  

M a i l： y e l l @ n a g a s a k i s h i - b o s h i k a i . j p  

＜ 受 付 時 間 ＞ 平 日 1 0 : 0 0～ 1 8 : 0 0  

※ ご 不 明 な 点 が ご ざ い ま し た ら お 気 軽 に ご 相 談 く だ さ い 。  

 

■ 1 0月 の 予 定━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━  

 

◆ 「 Y E L L な が さ き 定 期 法 律 相 談 」  

 

1 0 月 1 9 日 （ 水 ） 1 3： 0 0～ 1 6： 0 0（ 鷲 見 賢 一  弁 護 士 ）  

 《 事 前 予 約 受 付 中 》  

鷲 見  賢 一  弁 護 士  

弁 護 士 法 人 A L A W & G O O D L O O P 長 崎 オ フ ィ ス ホ ー ム ペ ー ジ  

h t t p : / / a g l - l a w . j p / a b o u t u s / o f f i c e / n a g a s a k i - o f f i c e /  

 

https://forms.gle/t7mPtS3WrQZ1V1G88
https://line.me/R/ti/p/%40qvg4791m
http://agl-law.jp/aboutus/office/nagasaki-office/


※ 鷲 見 弁 護 士 は 長 崎 県 弁 護 士 会 所 属 で す 。  

 

※ 日 程 等 合 わ な い 場 合 は ご 相 談 く だ さ い 。  

※ 来 所 し て の 相 談 が 難 し い 場 合 は 、 電 話 法 律 相 談 も 行 な っ て お り ま  

す 。 ま ず は お 問 合 せ く だ さ い 。  

 

■  編 集 後 記 ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━  

 

◆ 長 崎 く ん ち  

「 長 崎 く ん ち 」は 、3 8 0 年 の 伝 統 を 持 つ 、長 崎 市 民 の 氏 神・鎮 西 大 社

諏 訪 神 社 の 祭 礼 行 事 で す 。  

寛 永 1 1 年 （ 1 6 3 4 年 ）、 二 人 の 遊 女 が 諏 訪 神 社 神 前 に 謡 曲 「 小 舞 」 を

奉 納 し た こ と が 長 崎 く ん ち の 始 ま り と 言 わ れ て い ま す 。  

奉 納 踊 は 国 の 重 要 無 形 民 俗 文 化 財 に 指 定 さ れ 、「 龍 踊（ じ ゃ お ど り ）」

「 鯨 の 潮 吹 き 」「 太 鼓 山（ コ ッ コ デ シ ョ ）」「 阿 蘭 陀 万 才（ お ら ん だ ま

ん ざ い ）」「 御 朱 印 船（ ご し ゅ い ん せ ん ）」な ど 、ポ ル ト ガ ル や オ ラ ン

ダ 、 中 国 ・ ベ ト ナ ム な ど 南 蛮 、 紅 毛 文 化 の 風 合 い を 色 濃 く 残 し た 、

独 特 で ダ イ ナ ミ ッ ク な 演 し 物 （ 奉 納 踊 ） を 特 色 と し 、 傘 鉾 、 曳 物 （  

山 車 ・ 壇 尻 ）、 太 鼓 山 な ど 、 京 都 や 堺 の 影 響 も 窺 え ま す 。  

踊 り を 奉 納 す る 町 を 「 踊 町 （ お ど り ち ょ う ）」 と 言 い 、 7 年 に 1 度 出

番 が 回 っ て き ま す 。  

勇 壮 華 麗 な 演 し 物 に ア ン コ ー ル を 意 味 す る 「 モ ッ テ コ ー イ 」 の か け

声 が 響 き 、 観 客 の 熱 気 も 最 高 潮 に ！  

毎 年 1 0 月 7 日 か ら 1 0 月 9 日 ま で の 3 日 間 、 町 を 挙 げ て 催 さ れ 、 県

内 外 か ら た く さ ん の 観 光 客 が 見 物 の 訪 れ 、 長 崎 を 代 表 す る 秋 の 大 祭

と な っ て い ま す 。  

2 0 2 0 年 、 新 型 コ ロ ナ ウ ィ ル ス 感 染 症 の 感 染 拡 大 を 受 け て 奉 納 踊 り ・

神 輿 行 列 の 中 止 が 決 定 し て か ら 3 年 目 の 2 0 2 2 年 も 長 崎 く ん ち の 中

止 が 決 定 し ま し た 。 新 型 コ ロ ナ ウ ィ ル ス 感 染 症 が 落 ち 着 き 秋 空 の 下  

「 モ ッ テ コ ー イ 」 の か け 声 が 響 き 渡 る 日 が 来 る こ と を 楽 し み に 待 っ



て い た い と 思 い ま す 。  

 


